
宮
攀

若

林

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
仙
台
市
若
林
区
古
城
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
人
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
仙
台
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
渡
部
弘
美

・
伊
東
真
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
墳

・
集
落
跡

。
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
中
期

・
平
安
時
代

。
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

若
林
城
は
、
標
高

一
三
ｍ
程
の
広
瀬
川
北
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
平

城
で
、
堀
と
土
塁
が
四
方
に
め
ぐ
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
藩
主
伊
達
政
宗

甦
Ｔ

手

弾
・Ｌ
ヾ
お
類
顔
鬱
ウＦ
か

＼
』
辞
腟
冨
　

　

が
仙
台
城

の
縄
張
り
を
行
な

っ

て
か
ら
二
七
年
後
、
屋
敷
新
築

の
願
い
を
幕
府
よ
り
許
可
さ
れ
、

寛
永
四
年

（
三
全
一七
）
に
造

営
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
存
続
期
間
は
造
営
か
ら
政
宗

ｏ

死
去
に
伴
う
解
体
ま
で
約
一
〇

山

年
と
い
う
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。

城
廃
絶
後
は

「御
薬
園
」
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
城
館
下
層
面
よ
り
円
墳
や
平

安
時
代
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
区
は
、
北
辺
堀
跡
の
西
側
に
あ
た
る
。
堀
跡
は
昭
和
二
〇
年
代

以
降
の
造
成
な
ど
に
よ
り
盛
土
で
厚
く
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
下
層
か
ら
土
器
や

陶
器
と
と
も
に
多
量
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。
木
製
品
に
は
下
駄

。
桶
や
構
の

側
板

・
傘
の
幌
櫨

。
ヘ
ギ
板

・
端
材
が
あ
り
、
木
簡
二
点
も
こ
れ
ら
の
木
製
品

と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
群
は
堀
外
か
ら
の
一
括
廃
棄
物
と
判
断
さ
れ
、

共
伴
す
る
陶
器
類
か
ら

一
九
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

②

　

「須
賀
神
社

［日］［日一　
　
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞］
〉〈（φ∞）〉〈∞
　
〇∞Ｐ

二
点
と
も
ス
ギ
の
柾
目
材
で
あ
る
。
い
の
側
面
に
は
釘
孔
と
思
わ
れ
る
小
孔

が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『若
林
城
跡
―
第
三
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
二

年
）

（渡
部
弘
美
）
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日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

旧

Ｈ

日

日

Ｈ

日

日

Ｈ

日

川

Ｈ

＝

Ｈ

日

日

奏ザ

辞誕緯

ζだ持辮
徳

準

ロ
ー

マ
木
簡
研
究
者
実
見
記

先
日
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
マ
木
街
研
究
者
の
方
々
が
奈

良
文
化
財
研
究
所
に
来
訪
さ
れ
、
日
本
の
木
簡
を
お
見
せ
し
た
。
日
英
両

国
の
木
簡
研
究
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
阪
大
学
の
栗
原
麻

子
先
生
が
確
保
し
て
く
だ
さ
つ
た
。

彼
ら
が
対
象
と
し
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス
出
土
の
ロ
ー
マ
木
簡
は
、
木
板

に
直
接
イ
ン
ク
で
文
字
を
書
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。
板
を
つ
な
げ
、
長
い
文

章
を
書
く
こ
と
も
あ
る
。

ど
う
い
う
用
途
な
の
か
、
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
、
と
い
う
様
な
や
り

と
り
か
ら
始
ま
り
、
出
土
地
点
の
情
報
記
録
法
、
出
土
状
況
と
内
容
の
分

析
、
と
い
っ
た

「木
簡
マ
ニ
ア
」
の
領
域
に
話
題
が
及
び
、
つ
い
に
、
木

片
は
ど
の
よ
う
に
加
工
す
る
の
か
、
文
字
が
に
じ
ま
な
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
話
題
に
及
ん
だ
と
き
、
日
英
の
意
思
伝
達

は
現
物
を
指
し
な
が
ら
の
身
振
り
手
振
り
が
主
流
と
な
る
に
至
っ
た
。
む

ろ
ん
、
栗
原
先
生
に
確
認
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
。

文
字
や
言
語

。
時
代
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
木
簡
を
遺
跡
か
ら
取
り
上

げ
、
観
察
し
、
釈
読
し
、
検
討
し
、
保
存

。
公
開
す
る
、
と
い
う

「木
簡

研
究
の
方
法
」
は
共
通
し
て
い
る
、
と
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

（馬
場
　
基
）




